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論文
中国都市型農業の経済構造とその課題（下）
—上海郊外農村の貧困と兼業化
?? ??
?
??
I . 研究課題と調査方法
1. 研究の課題
2. 調査研究の方法
I. 調査地域の社会経済概況一統計資料の分析に基づいて
1. 上海市南雁区D鎮の社会経済概況
2. D鎮C村の社会経済概況
3. 土地利用と農業経営（以上、第53巻第3号）
m. 農家経済と農業経営一農家インタビューの分析に基づいて
IV. 農家経済と農外就業一農家アンケート調査の分析に基づいて
V. 結語一都市型農村の経済構造と今後の課題（以上、本稿）
田．農家経済と農業経営一農家インタビューの分析に基づいて
C村では合計25戸の農家をインタビューした。平均すると 1日3--4戸の農家を訪問した
ことになる。これらインタビュー農家の経済状況と農業経営の実態は以下の通りである。
(1)応答者A(第4組、 65歳、 1937年生まれ）
家族は、本人・妻• 長男 (43歳）・次男 (41歳）・三男 (38歳）• 長女 (35歳）の計6人で、
本人は妻と 2人で地元農民 2人を雇用して、養鶏場を経営している 18)。A家は、 1985年頃に
鎮政府が請負地の1.5畝を収用したため土地エ（土地を収用されて農民エとなる）となり、
1人当たり毎月25元の補助金を得た。現在は60元に増額された。また、子供たちは学校を卒
業すると同時に鎮政府から仕事を配分され、長男は中学卒業後に鎮営服装工場で働いていた
が、 10年前から上海で肉の卸売りをしている。次男は中学卒業後、鎮営機械工場に配分され
3年間働いたが、給料が安いので辞職し、自己資金と銀行からの借人金で羊毛工場の経営を
始めた。しかし、本地域には羊毛工場が多く、競争が激しいため 5年で辞め、 2年前から奉
賢区Q鎮でスーパーを経営している。三男は小学校卒業後、鎮営機械工場で5--6年働いた
が、機械工場が倒産して個人経営に請け負いに出され、本人はリストラされたので実家に
戻ってきた。その後、三男はブラブラしていたため妻と離婚となり、本人が三男の子供（孫）
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の面倒を見ている。長女は中学卒業後に家事をしていたが、 19歳のときに土地エとして幼稚
園の先生の仕事を配分され、現在まで12~13年働いている。養鶏場は、鎮政府の副業公司が
8年間経営した養豚場・養鶏場を経営悪化により放棄したので、本人が請け負った。土地は
鎮政府が農家から 1畝につき年 1千元で借り入れ、本人がそれを同じ条件で（年 1千元／
畝）で転借している。具体的には、 6戸の農家からの土地7.2畝と、ビニールハウス10棚（年
500元／棚）を借り受け、本人は副業公司に年間1,000元／畝X7.2畝十500元 X10棚=1万
2,200元を支払っている。ところが、昨年は台風で棚が壊れ、鶏 9千羽が死亡して 1万元の
損失となった。雛は 1羽1.8元で購入し、飼育して 1羽12元、最高15.2元で販売する。品質の
よい飼料を嘉定区から 1斤 9毛 (0.9元）で購入し、鶏を販売して後、年間約 2万元の飼料
代を支払っている。また、鶏を買い付けに来る商人にも販売している。労働力は月500元／
人で 2人を雇用し、その給与は年間 2万4,000元である。鶏は、 1 羽を飼育するのに 7~s
元のコストを要し、 1斤につき0.9元の利益となる。 10棚のビニールハウスで3,000羽を飼育
して 1年間に 4回成鶏にすることができるが、純利益については答えなかった。
(2)応答者B (第 3組、 28歳、 1976年生まれ）
家族は、本人（中卒）・妻 (28歳）• 長男 (6歳）・父・母の 5人である。請負地は1.8畝で
水稲を栽培している。本人は中学卒業後、父親の豆腐作りを手伝ったが、 2カ月間修理工の
見習いに行き、 18歳から 1年余バイク修理工として働き、その後に家族から 5万元を借りて
車（小解放、 0.75トン）を購入し、運輸業を始めた。この間の純収入は約 2万元であった。
4 年目には利益がなく、車を 1.9万元で売り、 2001年から 6~7 万元を投資して養豚を始め
た。資金は嫁いだ姉2人から借り入れ、豚舎は隣人を屈って建てた。土地は臨時工をしてい
る2人、つまりW村長から0.3畝と隣人（夫は電話工で、妻は服装工場で働いている）から
1.7畝の計2畝を借り入れた。その契約条件は、毎年800元／畝で計1,600元を土地所有者に支
払い、土地所有者は農業税41元／畝を納めるというものである。現在、母豚23頭、大豚70
頭、子豚150頭の約250頭を飼育している。最初は 4頭の母豚から飼育を始め、経営規模を拡
大してきた。母豚は 1年に 2回、 1回につき10頭を産むので、 1年で20頭を産むことにな
る。豚舎 1棟につき15万元の収入となる。飼料は玉米・豆粕と上海の卸売市場で購入した添
加物を自分で配合し使っている。飼育豚は約 6カ月で買付人に販売し、屠殺税は 1頭につき
15元で、 1 頭につき 50~150元の利益となる。 2001年は 7~s 頭、 2002年は400~500頭の販
売予定である。妻は胡琴の部品生産工場（合作）で働いており、 1 日 8 時間労働で月 300~
400元（男性労働力は500~600元）であり、残業を入れると 12時間労働となり、月収が700~
800元となる。仕事は第 3 組の経営者が紹介してくれた。ところで、第 3 組には年収70~80
万元の者が 3~4 戸いるという。
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(3)応答者C (第 1組、妻、 32歳、 1971年生まれ）
家族は本人・夫 (34歳、 1969年生まれ）• 長男 (9 歳• 小学 3年）の 3人で、結婚して10
年である。夫は小学校卒業後に大隊加工工場で手伝いとして 3~4 年間働き、次に保温桶廠
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（魔法瓶工場）で 1--2年間働いたが、給与が安いので辞めた。その後、上海市区で簡単な
仕事に従事し、 2 --3年前から楽器工場の木匠として古箔を生産している。給与は月 1千余
元である。一方、本人は小学校卒業後、江蘇省興化県で農業に従事していたが、親戚が保温
桶廠で働いていたので紹介してもらい、本地域に出稼ぎに来た。ここで夫と知り合い結婚し
た。結婚後も保温桶廠で働いていたが、指を 4本切り失業した。指切断に対する補償金は僅
か 3万元であった。請負地は本人と父・兄・妹の 4人で計1.6畝であったが、結婚後に本人
の分配地を加えて 2畝（うち 1畝は父親の土地）となった。 1999年に土地再分配が行われ、
現在は0.5畝 X 3人+0.2=1.7畝を請け負っている。工場で働いていた時には 2年間にわたり
年500元 X1.7畝=850元で土地を転貸していたが、昨年より全請負地に水蜜桃の苗木を植林
し、食糧は購入している。子供には大学まで進学し、企業経営者になって欲しいと言う。
(4)応答者D (第 1組、 22歳、 1981年生まれ、都市戸籍）
家族は、本人・夫• 長女 (3カ月半）・父 (46歳、高校中退）・母 (45歳、都市戸籍）・祖
父 (74歳）・祖母 (77歳）の計 7人であるが、本人と夫と子供は夫の実家のある D鎮B村に
住んでおり、本村人ではない。それゆえ、訪問農家の家族数は 4人である。父は村営木器加
工廠に配分され五金臨時エ（計件エ）として働いていたが、 3 --4年後に奉賢区 S鎮の工場
に転勤し、バイクで20分かけて通勤している。給与は年 1万4千元である。母は父親が働い
ていた国営工場に輪換して勤めたが倒産し、労働服務所から鎮内最大の保温桶廠を紹介さ
れ、約10年間計件工をしている。収入は 1桶につき加工賃 9元、月500-----600元の収入にな
る。応答者の夫は農村戸籍で、上海で運転手をしている。夫の父は 5年間、平板ガラス工場
へ納入する化学糊を生産していたが、祖父が上海で裁縫をしていた関係上、昨年 5月から服
装工場を経営している。夫の実家の請負地は父 (49歳、 1954年生まれ）・母・夫の 3人分の
計1.7畝である。本人の実家の請負地は父の0.6畝と祖母の0.5畝の計1.1畝である。祖父の請負
地は弟に分配した。 1.1畝のうち0.7畝に水稲、 1畝に水蜜桃を 2年前から栽培している。水
蜜桃を栽培するようになったのは周囲の農家が水蜜桃を植えはじめたからである。 0.7畝の
水稲作で 4人分の食糧を賄うことができる。ちなみに食糧は 1坦米 (50kg)が60元である。
第 1組には約20戸の老人家族があり、僅か15元の手当てしかなく非常に気の毒であると言
?? ?
(5)応答者E (第 1組、 58歳、 1944年生まれ）
家族は、本人（中学中退、都市戸籍）・妻 (55歳、高校卒）• 長男（農業中学卒業）．嫁
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(24歳）・孫男 (4歳）・次男 (25歳）・母 (83歳）の計7人である。ただし、次男はD鎮E村
に婿入りしており、母は別居して隣に住んでいるので、戸籍上の家族は 5人である。本人が
23歳の1965年に、上海柴油機廠（ディーゼル機械工場）が南雁県でエ員を募集したので応募
した。 1963年に父（都市戸籍）が下放していたので、労働局の条件を満たしており採用され
た。農地分配は、妻と長男・嫁• 次男の 4人で2.2畝 (0.55畝X4人）であるが、母の土地を
4人兄弟で分けたのでプラス0.1畝の2.3畝である。水稲は1.7畝に栽培し、 0.6畝には水蜜桃20
余株を本年に植林した。水蜜桃を植林した理由はやはり周囲の者が植林したからである。水
蜜桃が生産されるようになれば市鎮のD鎮へ売りに行くという。本人は下岡（レイオフ）と
なり、 60歳まで生活費として300余元を授給され、医療保険• 救済金・扶助金・養老保険・
公積金は企業が負担している。妻は村営企業の上海G楽器有限公司に創業2年目から10数年
間勤務している。給与は安定してないが、大体月700-800元である。 10数年前は、比較的労
働条件の悪い郷鎮企業を敬遠する人が多く、村営企業への就業は容易であった。長男は農業
中学卒業後、機械修理工として親方と広州に出て働いた。嫁は広西壮族自治区の苗族で、固
定の仕事がなく、縫製臨時エとして働いた。妻の姉が出稼ぎ先で本地域出身者と知り合って
嫁ぎ、その後本地域の男性に出身地の女性を紹介したことから、苗族の嫁が多くなった。と
いうのは、他地域の者と結婚すれば結婚費用がかからないので喜ばれるからである。 5-6
年前に 5-6万元を費やして家を改築し、長男との二戸建にした。
(6)応答者F (第 1組、 56歳、 1947年生まれ）
家族は、本人（中卒）・妻 (56歳）• 長女 (33歳）．婿 (33歳）・孫女 (12歳、小 5)・次女
(32歳）の 6 人であるが、次女は嫁に行き同居していない。請負地は4.1畝で、本人・妻• 長
女・婿・孫女・次女・孫女・母の計7.5人分である。兄弟 2人で母の面倒を見ているので、
母親の土地は0.5人分となっている。また、次女と次女の娘の戸籍は本村にあるので、土地
分配を受け、 0.55畝X7.5人=4.125畝となった。中学卒業後、本人は農業経営に従事し、水
稲を栽培していた。昨年は水稲• 小麦• 油菜などを計11畝、本年は計8畝を経営した。食糧
は55公担 (5,500kg)で、精米すると4,125kg(X 0.75) となる。精米は村の精米専業農家に
依頼する。精米農家は籾米40kgにつき 1元を受け取るか、加工費を無料にするかわりに籾殻
を受け取り、籾殻を飼料とした。 Fは農業経営で生活するために50畝の土地が必要であり、
国家の食糧政策に対し買上げ価格が安く、購入量が安定していないと不満を述べる。米はレ
ストランや国有企業の食堂に 2元/kgで売っている。本人は資料2のような農業経営記録を
ノートしており、応答内容とほぼ同じである。 2002年度上半期の米売上額は5,187元で、農
業経営をしていない農家や請負耕地のない本村内の「K園」住民、さらには食堂に売却してい
る。売却量が5,339斤 (2,670kg)であるので、残量1,600斤あまりとなる。妻は上海G楽器有
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資料2 C村第2村民小組米作専業農家の農業経営記録
1. 2001年穀物生産量と販売収入
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①国家が価格保護を取りやめ、買い上げ価格は 1担60元となった。従来の価格保護では 1担100元であっ
たため、 1,000元前後の減収となる。②小売は、玄米 1担約100元、梗米 1担95元、 K園では米 1担100元。
③生産コストの増加 農業税は108元／畝、従来は70元／畝。④総生産予想は10,000斤、実際生産量約
7,000斤。⑤2002年 6月30日までの米販売収入5,187元。⑥田租費収入は、 1.6畝x600元=960元。⑦菜種収
入は、 400元 (500斤）。⑧小麦収入は、 500斤x0.50=250元。
2. 2001年米販売記録（新米販売記録）
日 付 項 目 販売量 販売先 金額 累計
2001年12月20日 米販売 905斤 k園 905元 905元
2001年12月20日 玄米販売 332斤 D中学食堂 332元 1,237元
2001年12月20日 玄米販売 120斤 W.J. 120元 1,357元
2001年12月31日 玄米販売 57斤 W.J. 57元 1,414元
2002年 1月6日 玄米販売 370斤 W.J. 360元 1,774元
2002年 1月20日 小米販売 21斤 父親 20元 1,794元
2002年 2月26日 米販売 600斤 Z.P. 600元 2,394元
" 退款未収 120斤 袋 1元 17元 2,411元
2002年 3月3日 玄米販売 120斤 バス停食堂 120元 2,531元
2002年 3月11日 玄米販売 120斤 w.z. 120元 2,651元
2002年 3月19日 玄米販売 174斤 バス停食堂 174元 2,825元
2002年 3月21日 玄米販売 219斤 D中学食堂 219元 3,044元
2002年 3月23日 米販売 20斤 父親 20元 3,064元
2002年 4月6日 ．．．． 600斤 上海S衣 5廠 570元 3,634元
2002年 4月10日 玄米販売 400斤 D中学食堂 400元 4,034元
2002年4月18日 玄米販売 ．．．． W.Q.、S.T. 70元 4,104元
2002年4月30日 米販売 父親 20元 4,124元
2002年 6月15日 米販売 600斤 上海S衣 5廠（未収） 570元 4,694元
2002年 6月18日 米販売 w.z.、食堂 50元 4,744元
2002年 6月30日 米販売 443斤 k園 443元 5,187元
2002年 7月18日 玄米販売 118斤 D中学・バス停食堂 118元 5,305元
合計 5,339斤 5,305元
出所） C村第 2村民小組応答者Fの提供した (2002年 7月18日現在）資料に基づく。
限公司に15年間勤務し、昨年定年退職した。給与は年500元であった。年金は月50元である。
(7)応答者G (第 1組、 32歳、 1970年生まれ）
家族は、本人・夫 (34歳）・娘 (9歳）の 3人である。本人は南雁区 S鎮の出身で、中学
卒業後に知人から鎮営化工廠を紹介してもらい、 18歳から ~~4歳まで勤め、 1994年に結婚し
た。夫は親方からペンキ塗りの技術を教えてもらい、現在は上海で働いている。日当は約45
元で、年収が約5,000元である。請負地は0.55畝／人 X 3人=1.65畝であり、 2001年度は西瓜
と水稲を栽培した。また、 2001年11月 ~2002年11月の 1 年間の契約で 9 畝を 500元／畝で借
地した。この土地は南雁区D鎮にあり、農地で働いている農民に直接話しかけて借りること
になった。ところが、台風でビニールハウスが壊され、 2002年は油菜と水稲に切り換えた。
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水稲栽培は 3人分の自家用食糧生産である。西瓜栽培は1996年から始めた。投資は借地代・
ビニール・肥料などに 2万元で、純収入は 2--3万元となり、平均 2万元である。西瓜は年
2回収穫が可能で、毎年借りる土地を換えている。収穫時期は看青（作物の見張り）のため
ビニールハウスの中に住む。生産した西瓜は買い付けに来た商人に売ったり、 3--4戸で車
を借りて上海水果批発市場（果物卸売市場）に 1箱 3元の運送費で100箱を運び込み、販売
する。卸売市場は生産者と価格交渉をし、 7%の管理費を徴収する。南雁区S鎮にも卸売市
場はあるが、ここは他省へ売る市場である。西瓜栽培の利益は貯金し、最近2万元余をかけ
て家を改築した。子供は大学に進学させたいと考えている。第 1組には大学・大専への進学
者が3--5人おり、中専には10数人が進学している。
(8)応答者H(第 1組、 38歳、 1965年生まれ、応答者Xの弟）
家族は、本人（中卒）・妻 (36歳）• 長女 (14歳、中 1)・母 (69歳）の 4人である。妻は
1997年にバイク事故で骨折し、その補償金は 1万元であった。本人は中学卒業後の19歳から
レンガエとして働いているが、この 2--3年は打工に出ておらず、妻と農業をしている。請
負地は家族4人で 2畝しかなく、計 5畝の上地を500元／畝で借りている。借地の条件は農
業税を支払うことで、資料3のように0.55畝の土地に対して22.97元を負担している。本人は
6年間甜瓜（メロン）を栽培したが、肥培管理が難しいため止め、次に西瓜を 4年間栽培し
たがこれも止め、今年から 1万元を投資して水蜜桃を植林し、毎年 1万元の利益を上げる予
定である。水蜜桃を植林したのは周囲の農家が水蜜桃を植林したからである。それゆえ、今
年からは食糧を購入することになった。収入は農業からであり、農業がダメになれば打工に
出かけなければならないが、仕事を探すのは難しい。子供には大学まで進学して欲しいと考
えている。
資料3 農業税納税通知書
農税字 (C村）第 1-12号
C村 1組 Z.M.: 面積： 0.55畝
『中華人民共和国農業税条例』および関係政策規定に基づき、 2002年納税額は、農業税正税
元、農業税付加 元、農業税歴年滞納 元、合計22.97元である。 2002年 8月6日から 8月
20日までにD鎮財務所に収めるように。期日に遅れた場合は、 1日当たり0.05%の滞納金を徴収する。
（徴収機関印） 2002年 7月30日
出所） C村］組応答者Hの提供による。
(9)応答者 I (第 1組、 35歳、 1969年生まれ）
家族は、本人（中学中退）・夫 (34歳、中卒）・娘 (10歳、小 3)の3人で、両親と暮らし
ている。請負地は1.6畝あったが、 0.3畝を使って家を新築したため耕地は1.3畝となった。建
築資金は自己資金と姉からの借入金で、計 1万余元を費やした。昨年は1.3畝に水稲を栽培
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したが、本年は食糧生産のため0.6畝を耕し、その他は耕していない。 0.6畝は自家食糧生産
のため絶対必要であるが、 0.7畝は2003年に桃樹を植えるため空き地にしている。桃を植え
るのは水稲作の水が不足しているからである。農業は本人と妻の 2人である。夫は中学卒業
後に上海等に出稼ぎに行き、 2002年から友達の紹介で上海浦東供電局の電工として働いてい
る。技術は自習した。夫は毎週 1回帰宅する。本人は本鎮B村の出身で、中学中退後から D
鎮にある個人経営の皮革工場（エ員約30人）で働き、現在の月収は700~1,000元である。農
業は退勤後に行っている。子供の学費は 1学期で500元が必要であり、中学になると 1学期
で学費600元とその他の経費で、計1,000元が必要となる。
(10)応答者J (第 1組、 57歳）
家族は本人・夫 (61歳）• 長男 (32歳、中卒）．嫁 (32歳、中学中退）・孫女 (7歳、幼稚
園）の 5人である。夫は空軍に兵役に行ったが、肝臓病のため 1年で帰省した。その後、村
営企業の会計を35年間勤め、 2000年に59歳で退職した。その年金が月35元である。本人は本
鎮B村の出身で、 23歳の時に結婚した。 1975年より 19年間、五金工場で働いていたが、 1994
年に倒産し、現在は農業をしている。請負地は 3畝で、 0.5畝に無花果を栽培し、三輪車で
隣の S鎮に売りに行く。無花果の販売収入は年1,000元になる。その他に水稲を栽培してい
る。米は自家米であり、販売しない。息子は中学卒業後に大工仕事をやり、 3年前から楽器
工場で働いている。月収は800~900元である。嫁は結婚 1 年目まで洋服店の店員をしてお
り、 24歳の時に結婚し、 3年前から本鎮N村第 4村民小組にあるスーパーの店員をしてい
る。月収は500元である。孫は幼稚園に行っており、 1学期の学費は1,200元である。孫には
大学まで進学させたいと考えている。
(11)応答者K (第 2組、 72歳、 1931年生まれ）
家族は本人と長男 (48歳）・次男 (45歳）• 長女 (43歳）・三男 (39歳）の 5人であるが、
次男と三男とは同居異財で 1 人で生活をしている。本人は 4-~5 年間小学校に通学しただけ
で、学歴はなく半識字である。家には土地がなく小作をしていたが、 1946年まで本鎮の果物
屋で働いた。この店は1951年に倒産した。 1951年~1953年に本鎮で臨時エとして働き、 1953
年から公私合営針織廠（メリヤス工場の靴下生産）を経営した。 1955年の24歳の時に本村出
身の妻と結婚した。 1959年には国営南雁農業機械工場で働き、， 1961年に妻だけが下放したの
で、本人も申請して1962年にD人民公社C生産大隊（第16大隊）に下放し、散エ（臨時エ）
となった。 1971年に C大隊営の五金工場 (1993年~1994年頃に倒産）で働くが、経営が悪く
1991年に給料未払いのため辞め、上海の友達の紹介により、 1992年から私営企業のY工業皮
帯有限公司を立ち上げた。請負地は1.4畝あるが、次男と三男が経営しており、 2001年から
桃を栽培し始め、食糧は購入している。皮帯（ベルト）工場ぱ 1万元余を投資して、機械な
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どを購入し、技術的に確証を得るため 2年間試作をした。売上金は月9,000元で、純利益は
月2,000元である。従業員は長女と嫁、親戚の嫁の 3人で、給与は20元／日 x労働日数で、
月 500~600元を支払っている。原料は上海から仕入れるために、月 1~3 回は上海に出かけ
ている。下放後、妻は農業をし、次に靴下工場で働き、 1976年に生産大隊の食堂で働いた
が、 3年前に亡くなった。同居している三男は中学卒業後にD郷文化センターで働き、次に
本鎮の旅館で 2年間働き、さらにシャツの襟芯を製造する福祉工場の運輸部門（月収は1,000
余元）で働くといったごとく、転職回数がかなり多い。
(12)応答者L (元第 5組、都市戸籍、 46歳、 1956年生まれ）
家族は、本人（中卒）・岳母 (74歳）・夫 (51歳、中卒）• 長男 (19歳、中卒）の 4人であ
る。夫は本鎮F村出身で、本人は本村出身である。本人は28歳の時に結婚し、結婚とともに
夫と母が本村に移住してきた。結婚した時、夫は人民公社経営の機械工場の統計員であり、
1985年から鎮計画委員会に勤務する鎮幹部となった。そして、 1996年にF公司総経理（国家
幹部）となったため、本人も1997年に都市戸籍に転換した。第 5組は農地を収用され、農村
に戸籍はなくなったが、都市戸籍を取得できず、統計資料では戸籍の曖昧な「K園」と扱わ
れている。ところが、この家族は夫が国家幹部になったことにより都市戸籍を取得した。本
人は1979年から鎮営の織布工場で働き、 1998年に退職し、家で副業をしている。
(13)応答者M(元第 5組、 44歳、 1959年生まれ）
家族は、本人（小卒）・夫 (46歳、高卒）• 長女 (21歳、職業学校卒）の 3人である。本人
は本村出身であり、夫は本鎮N村出身で、 1981年に結婚した。小卒後、本人は農業をしてい
たが、 1977年に収用された土地に農薬工場が建設され、 1977年からこの工場に配分されて働
くようになった。しかし、農薬工場はシルク工場に合併され、 1995年にシルク工場が倒産し
たために失業し、 1997年から家事をしている。夫は高校卒業後に 4年間兵役に行き、除隊後
に機械工場に勤めた。しかし、給料が少ないため辞め、 1977年からシルク工場で働いたが、
1995年に工場が倒産し個人に払い下げられ、レイオフされた。失業に対する補償金は月25元
か、年50元 X 勤務年数であった。 4~5 年前から上海へ出稼ぎに行き、水道・電気関係の仕
事に就き、年収は 1万5千元前後である。長女は2000年 9月から中外合資のフィリップ電子
工場で働いている。長女は上海の職業学校に紹介料（学費）として400元プラス訓練費と生
活費1,600元の計2,000元を支払い、フィリップの職を得た。給与は月平均1,000元で、養老
金・医療保健金・救済金といった三金の積立金はない。住居は 3人で 1部屋を300元で借り、
加えて水道・電気代が月25元必要である。生産責任制導入による請負地の分配はなく、土地
収用による補償金は土地エ 1人当たり月10元で、 10数年前に25元に増額されたが食糧を賄え
ないので、南雁県政府に訴えに行った。だが効果がなく、 2001年に60数人でバスをチャー
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ターして上海市政府に訴えに行き、その結果、土地エ手当ては月42元に増額された。 20年前
から身分証に「K園」と記載されるようになったが、農村戸籍か都市戸籍かは不明であり、
農民たちは生活が不安で不満であり、解決策を求めている。
(14)応答者N(第 3組、 33歳）
家族は、本人（中卒）・夫 (38歳、小卒）• 長男 (13歳、中学）の 3人で、夫は本村第 3組
出身であるが、本人と子供はF村に籍がある。本人は中学を卒業して16歳で小学校の代用教
員を 1学期だけやり、その後は家にいたが、母親の紹介で靴下工場で働くようになった。し
かし、体調がよくなく数力月で辞めた。 20歳で結婚した後、夫が縫製工場に働き口を見つけ
てきたが、夜の残業があり、やはり体調がよくなく約 1年で辞めた。その後は私営電子部品
工場に職を見つけたが、ここも 8年前に辞め、現在は実家にいる。夫は小学校を卒業して農
業をしていたが、第 3生産隊の木箱加工工場で働くようになった。しかし、人間関係がよく
なく、村幹部との関係で村営楽器廠に移るが、 7~3 年前に辞め、友達と上海に出て臨時エ
をした。その後、個人経営の楽器廠で貨物運送をした。 2年前から車を借りて友達と運輸業
を営んでいる。夫と母親の請負地は自家用食糧を提供してもらう条件で弟が耕作している。
2年前に実家の請負地はゴルフ場道路の建設のために収用され、少し残った耕地を母が耕作
している。ゴルフ場は補償金として収用耕地での生産量を金に換算して、例えば食糧生産量
が500kgであれば 1元/1 kgとして年に500元を支払っている。残りの土地は 1畝余しかな
く、本人の家族3人、弟の家族3人、両親の計8人の食糧を満たすことができない。
(15)応答者〇（第 3組、 39歳、 1963年生まれ、都市戸籍）
家族は、本人（高卒）・妻 (40歳、高卒、農村戸籍）• 長男 (16歳、高校 1年、都市戸籍）
の3人である19)。長男は2000年 1月に農村戸籍から都市戸籍に転換した。本人は高校卒業後
2~3 年、労働服務公司の合作聯社の店員として働き、本鎮にある県営D厨業総廠のエ員蒻
集に応募し、父親が先に勤めていたので優先的に採用された。現在まで約20年勤めている。
総廠は1995年から請負制に変わり、月収は計件エ（出来高給）として500~600元である。結
婚後は鎮に住んでいたが借りている部屋が狭いので、 1989年 3月に農村に家を新築した。妻
は高校卒業後、 2~3 年布地のセールスをし、その後に、鎮営の織布工場に14年間勤めたが
倒産したので、南雁J大昌公司に移った。ここは孵化器を製造しており、月収は700元であ
る。妻は農村戸籍で工場で働き、鎮に住んでいたので土地の分配はなかった。それゆえ、現
在の家は村に申請し宅地を手に入れて新築した。
(16)応答者p (第 3組、 30歳）
家族は、本人（高卒）・妻 (27歳、中卒、無職）・父 (58歳、小卒）・母 (57歳、小卒）• 長
女 (5カ月）の 5人である。母は本鎮H村出身で、妻は江蘇省雁陰県出身であり、妻とは職
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場で知り合った。本人は高校卒業後、兄が先に働いていた集団聯営 (J鎮と上海市との合
弁）の上海 J 実業有限公司に勤めた。都市建設を行うこの公司は 3~4 年後に倒産したの
で、 1997年から「辺エ辺学」（働きながら学ぶ）として上海の業余大学に在籍し、 3年後の
2000年に先に勤めていた同僚から外資系食品会社を紹介され、管理職として働いている。現
在、上海に月150元で家を借り、土日ば帰宅する。請負地は 1畝余で、両親が自給用の水稲
を栽培している。また、母は村営の保温桶廠で働き、月収は300~400元である。
(17)応答者Q (第 3組、 36歳）
家族は本人（中卒）・夫 (35歳、中卒）• 長男 (11歳、小学 5年）の 3人である。別居の父
(59歳）と母は農業をしている。本人は、中学卒業後 1 年間は農業をやり、 1983年~1985年
はS郷の泡沫廠（発泡スチロール）に勤務し、 1985年～現在は水道管部品生産の鎮営M公司
に勤務している。 M公司は経営が悪化して1995年から私営企業となった。月収は800元であ
る。本人は本鎖K村出身で1990年に結婚した。夫は中学卒業後、大隊営木材加工廠の木工と
して働き、 1992年~2001年はフリーの技術工（エ作機械工）となったが儲からず、 2001年か
ら養豚業を始めた。現在、母豚13頭、肉豚60数頭、子豚59頭を飼育している。請負地は両親
を含めた 5人で 2畝が分配され、 1畝半に水稲を栽培していたが、そのうちの 1畝に豚小屋
を建設した。資金ができれば残りの0.5畝にも豚小屋を建設する予定であり、食糧は購入し
ている。 2001年は 1頭500元で18頭の豚を販売した。子供は将来、考古学者になりたいと言う。
(18)応答者R (第 1組、 44歳、 1959年生まれ）
家族は、本人（小学校 1 年間在籍）・妻 (42歳、中卒）・父 (82歳）• 長男 (18歳、高校）
の 4 人である。第 1 組の T姓は 4 戸で、 W姓が 6~7 戸と最多である。第 1 組の金持ちは10
戸くらいで、金を儲けると他地に家を買い村を出て行った。父は党員で18年間生隊長をして
きたが、年金は僅か月30元である。ただし、一般の70歳以上の老人年金は月15元となお少な
い。息子は区政府所在地のH鎮の高校生で、学費や生活費で年間 1万数千元が必要である。
上海の木材加工工場を鎮の親方に紹介してもらい私営の S工芸品店で 3カ月間彫刻の修行を
積み、その後、村営木材加工廠に17~18年間働くが、 6~8 年前に倒産した。現在は親方が
呼びに来れば働きに出て行くが、仕事はあまりない。そこで、クリークで魚や蝦を採って生
活をしており、これが唯一の現金収入で、毎日午後2時半に街へ蝦の販売に出かける。蝦は
1 斤15元で、月に300~600元の収入である。補魚網は自分で作っている。請負地は 3 年前に
死亡した弟の分を加えて2.6畝 (5筆）で、 1.3畝に水稲、残りの1.3畝に本年から桃を植えて
いる。 2001年は水稲• 麦• 油菜を栽培し、油菜 (2畝）は降雨で水捌けが悪く全部ダメに
なった。収入は 1 畝につき 3 千~1 万元で、本年からは土地0.55畝を借りて水稲を栽培し、
その借入地の農業税は22.92元であり、資料3のような村民委員会に支払った領収書を見せ
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てくれた。妻の実家も非常に貧しく、兄弟姉妹は12人で妹たちは他家に貰われたり売られた
り、亡くなったりした。妻は中学卒業後、郷営織布廠で働くが、 6--7年前に倒産した。若
いので退職金はなく、今は家にいる。年齢を取れば土地は他人に貸すつもりであり、子供に
は金儲けをして欲しいと言う。
(19)応答者s(第 1組、 47歳、 1956年生まれ）
家族は、本人（非識字）・夫 (50歳、小卒）・岳母 (70歳）の 3人で、長女 (23歳）は 3年
前に結婚して出嫁し、孫男 (2歳）がいる。請負地は 2畝で、桃を栽培すれば収入が多いの
で、 2年前に1.81畝に桃を植えた。残り0.19畝は水稲を栽培している。その他に農業税を納
めるだけという条件で他人の土地を 1畝借りて水稲を栽培している。この土地は自分の土地
から300mの所にあり、工場に勤め出た人の土地である。本人は本鎮C村出身で13歳から農
業をやり、 15--25歳まで村営木器加工廠で働き、 1980年の25歳の時に結婚した。その後、郷
営養老院の土地を 7--8年間耕作し、次に郷営食品工場で 5--6年働いたが、食品工場は 7
,._, 8年前に倒産した。退職金は800元であった。夫は農業をしていたが、 18歳の時から食品
センターの屠殺場で17--18年間働き、 10年前に食品センターが倒産したので 6--7年間は肉
店を自営した。 2002年から臨時で 2--3日間、妹が経営する養鶏業から鶏を購入し販売して
いる。現在は主として農業を営んでおり、自分で臨時工を探し収入を得ている。収入は月数
百元で最多は月600--700元、全く収入のない月もある。
(20)応答者T (第 1組、 51歳、 1952年生まれ）
家族は、本人（非識字）・妻 (54歳、非識字）• 長男 (28歳、中卒）の 3人で、嫁と孫の戸
籍は嫁の実家にある。請負地は 2畝 (4人分）で、 1.1畝に水稲、裏作に小麦を栽培し、残
りの0.9畝には2001年から桃樹を植えた。 1979年から農閑期は上海へ木工仕事の出稼ぎに行
くようになった。期間は最多で 2カ月間で、平均 1カ月間である。出稼ぎ先は親戚から知り
合いの関係者を紹介してもらっている。収入は最多で月 1千元、年 2千元である。長男は17
歳の時、修理工をしていた従兄弟（堂兄）の紹介で南雁県H鎮で2年間技術を修得し、 19歳
の時に本鎮の個人経営の改装工場でバイク修理工として働いたが、 1年後に倒産したので、
20歳の時に南雁飼料工場で 1年間働いた。 21歳から 4--5年間、母の兄弟の紹介で上海華山
路にある個人経営のバイク修理工場で働き、その後は700--800元を投資して本鎮天橋で修理
工場を始め、 4--5年が経過した。次男 (24歳、中卒）は中学を卒業すると料理の職業学校
に入り、その後は上海のレストランに約2年間勤めた。しかし、そのレストランが倒産した
ので帰郷し、 X鎮D村の私営レストランで働くが、給料が非常に少なく、 2年前に本鎮H村
に婿入りした。
(21)応答者U(第 1組、 49歳、 1954年生まれ）
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家族は、本人（中卒）・妻 (49歳、小卒）• 長女 (22歳、中専卒）の 3人である。娘は中専
（観光科）を卒業すると 1年間農業に従事し、自分で縫製工場の職を見つけて働いたが、 2
年前に南雁労働服務所の紹介で浦東空港のフロアー勤務の仕事に就くようになった。本人は
中学卒業後の1969年---1971年の 2年間、人民公社が世話した上海鋼鉄廠に錬鉄の契約エとし
て働き、契約期間が終わると帰郷して農業に従事した。 1974年に生産大隊の紹介で人民公社
交通管理センターで軽油管理に携わり、 1983年---1994年は上海南圃D醸酒廠に配置換えと
なった。給料は月300元で、科長として全国各地で原料を調達したが、経営が悪化し、改組
されて私人に払い下げられたので、農村に戻り養鶏を始めた。これまで 8年間養鶏業を営
み、年間 1万羽の鶏を販売している。養鶏を始めたのは、妻の弟が先に養鶏業を営んでいた
からである。飼料は浙江省嘉興市の嘉吉飼料公司（中米合資）から仲買人を通じて購入して
いる。成育鶏はトラックを共同で借りて上海最大の卸売市場である三林塘批発市場で販売し
ている。運送費は 1筐（籠） 8元で、自由市場管理費は売上げの20%、養鶏管理費や税金は
1.5niにつき 1日10元である。それゆえ、コストは 1羽につき13元を要し、価格は 1斤6--
9元で、 1万羽を売れば年 9千元の収入となる。現在、 2.1畝の土地を借入れ、 1.45畝にビ
ニールハウスの鶏小屋 (600ni) を建て、残りの土地にも鶏小屋を建設する予定である。借
地代は 1畝につき年 1千元で、計2,100元を支払っている。請負地は0.55畝／人 X 3人=1.65
畝で水稲や油菜を栽培しているが、油菜は雨が降れは収穫がゼロとなる。
(22)応答者V (第 6組、 34歳、 1969年生まれ）
家族は、本人（小卒）・妻 (31歳、中卒）• 長男 (9歳、小学 2年）・岳父 (56歳、 1947年
生まれ、高小卒）・岳母 (51歳、小卒）の 5人である。岳母は南通市X鎮の出身で、岳父の
兄がそのX鎮で竹細工製品を生産しており、岳父に岳母を紹介し1970年の24歳の時に結婚し
た。本人は妻を紹介され 3年間付き合い、 1992年に妻の地元である本村に婿入りして来た。
本人が15歳の時に母は死亡した。請負地は本人と妻の 2人分の0.6畝と養豚地0.2畝の計0.8畝
であり、 20歳以下の子供には分配地がなかった。士地は工場建設で収用され、家族は土地エ
となり、岳母は工場に雇われることになっていたが、工場が倒産したので鎮政府に要求し、
6年前から月25元の手当てを得ている。妹も10数年前に土地エとなり、工場で仕事を配分さ
れ数力月働いたが、企業が倒産し、補償金はなかった。現在、月300元で私営企業で働いて
いる。ところが、 2--3年前から土地が収用されると、 1畝につき 2万元の補償金がでるよ
うになった。現在では畝当たり 1.6万元---2.8万元となっている。第 6組は市街化が急速に進
んでおり、耕地がほとんどなく、資料4のように墓地までも商工業用地に収用している。岳
父は 5年前から県営工場で特殊エとして働き、 2001年に退職した。岳父は都市戸籍であり、
月980.5元の年金がある。責任田を売り払い、口糧田だけが残り、岳母が農業に従事してい
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る。本人は16歳で漆塗りの技術を学び、上海で 2年間楽器を製作し、 18歳の時に本鎮聯営工
場で 4~5 年間働いた。その後、独立して本鎮の親方から内装工事を請け負い 5~6 年働い
たが、 1997年から軽ワゴン車を4.6万元で購入し白タクをしている。車の保有には、ナン
バー・プレート取得代が 1万 5千元、その他に養路費（道路使用費）年3,200元、保険金（対
人・対物・本人）を加えると税金等で年 7千余元が必要である。また、白タクが見つかれ
ば、罰金は 1万 2千元であり、 2回目からは 3万数千元となる。それゆえ、純収入は年 1万
元にしかならないという。しかし、訪問宅を見る限り豊かな生活をしていた。
資料4 墓地移転通知
上級からの通知で、 C村 6組の羊毛シャッ工場前の土地はエ商所に徴用され、施工開始のため、 6月
15日までに墓地を移転させるようにとの通知があった。期日を過ぎた場合の責任は個人が負うことにな
る。村民間の相互連絡と協力をお願いする。感謝。 2002年6月4日 C村民委員会
出所） C村民委員会の掲示による
(23)応答者W(第 6組、 48歳、 1955年生まれ）
家族は、本人（中卒、都市戸籍）・妻 (48歳、小卒、都市戸籍）・次女 (10歳、小学 4年、
都市戸籍）の 3人である。長女は1992年に交通事故で死亡した。生きておれば25---26歳であ
る。本人は本鎮C大隊（村）出身で、妻は本鎮J大隊（村）出身である。本人が18歳の1972
年12月に甘粛省靖遠県炭鉱で労働者募集があり、その募集条件が①下放家族、②回郷青年
（学校卒業後に農村に帰った者）、③退役軍人、④知識青年の四つであり、本人は②に妥当
し、妻は①に妥当したので採用された。この時、 D人民公社からは計63人が採用された。本
人たちは職場で知り合い、 3年後の1978年に結婚した。本人は1989年に鉱山トロッコで足を
骨折し帰郷した。妻は1996年に退職して帰郷したが、妻と子供の戸籍はまだ甘粛省にある。
都市戸籍であるので、この 2年間の子供の学費は無料で、負担は借読費（本鎮の小学校での
学費） 120元／学期のみである。学費が無料なのは長女が交通事故で死亡したことに対する
優遇でもある。夫の年金は月450元、妻は月600元で、夫は私営企業で木工として働き、仕事
のある時だけ工場に出ている。仕事は古筆の箱作りで、月400------1,000元の収入がある。 1993
年に古い家を買って建て替え引っ越した。
(24)応答者X (第 6組、 38歳、 1965年生まれ、応答者Hとは双子の弟）
家族は、本人（中卒）・妻 (35歳、中卒）• 長女 (14歳、中学 1年）の 3人である。本村第
1組に住んでいたが、交通の便が悪いので、 7--8年前の1993年か1994年頃に妻の実家であ
る第 6組へ引っ越した。妻とは1989年に結婚した。本人は中学卒業後に数年間、木工技術を
学び、村営企業で 5年間働いた。しかし、収入が少ないので、上海等へ出稼ぎに行くように
なった。 2000年に心臓病を発病し、この 3年間は何も仕事ができず、治療費に10万元を費や
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した。紅十字社から13級障害者として 1千元、村の親方たち 1千元余／年、村民委員会200
元／年、計約 3千元の援助金を受けた。生活は苦しく、水道代が高いので洗濯は井戸水を
使っている20)。妻は土地を収容されたので土地エとなり、中学を卒業すると郷営食品工場に
職を世話されたが、 3年後に工場は倒産した。そこで、村営企業の民族楽器部品工場に 4--
5年間働き、その後、エ員募集をしている私営企業に転職した。この工場は家庭用品を生産
し日本にも製品を輸出している。月収は40---500元と固定していない。口糧田には家を建
て、農地はないので、食糧は購入している。
(25)応答者y (都市戸籍、第4組、 69歳、 1933年生まれ）
家族は、本人（小卒、都市戸籍）・妻 (71歳、非識字）の 2人で、長男家族と同居異財で
ある。本人は1950年---1957年に私営食品工場に勤め、 1953年の20歳の時に本鎮F村出身の妻
と結婚した。 1958年---1960年に Z供錯合作社に勤め、 X供錯合作社が下放で人材が不足した
ので、 Z合作社から50人が新港に移動し、 1960年---1961年はX合作社に勤めた。 1962年～
1965年は南雁県営食品工場に、 1965年---194年は南雁県供錯合作社の食品工場に勤めたが、
61歳の時に長男と頂替（輪換）して退職し、長男 (36歳、中卒）と孫女 (10歳、小学2年）
が都市戸籍を取得した。現在、年金は月700余元である。長男は中学卒業後、甥が勤務して
いた人民公社営織布工場を紹介してもらい、機械修理工として 7--8年間働いた。この時、
長男は本人の頂替エ（身代わりエ）として都市戸籍を取得したが、食品工場が綿花工場にな
り、経営も悪化していたので就職しなかった。 1991年に隣の織布工場（その前は縫製工場）
で働く本鎮H村出身の嫁 (34歳、小卒）と出会い結婚した。 1996年からは甥が経営する私営
織布工場に移った。長男の月収は 1千元で、計件エとしての嫁は700元である。妻は外で働
いた経験はなく農業に従事している。長女（農村戸籍）は死亡し、生きておれば43歳であ
る。長女の夫は道路補修エ（都市戸籍）で、孫男 (19歳、都市戸籍）は14歳の時に長女と死
別し都市戸籍を取得した。現在は浦東新区の職工学校で技術を学んでおり、学費は本人が学
期毎に 2千元を援助し、婿が生活費180元／月を送金している。次女 (38歳）は F村の親戚
の紹介により F村第 2組に出嫁した。請負地は、 0.35畝／人X5人（妻と子供3人と外孫男
の計 5人、本人は都市戸籍）の1.75畝であり 21)、1990年代末の再分配時に長女は死亡してい
たが調整せず、そのまま0.35畝X 5人=1.75畝を分配された。 1.75畝のうち離れた所にある
水田0.25畝は他人に貸与し、賃貸料として年75元（年300元／畝）を得ている。 0.75畝は嫁の
兄に貸しており、 0.75畝は息子が水稲を栽培している。それゆえ、自家食糧は購入している。
表20は、以上の25戸の農家インタビューから得られたデータに基づいて、農家の就業状況
を表にしたものである。本表から本村民の兼業農家の実態が窺えると同時に、農家余剰労働
カの不安定就労の実態と頻繁に行われている転職の実態を窺うことができる。
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30~39 25 14 
40~49 15 7 
50~59 12 7 
60以上 5 4 
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表20 インタビュー農家構成員の就労状況（単位：人）
り 数 現 職
安定
不安定就労 過去
女 農業 農外 就労 フリー リス 2回トラ
5 1 8 2 2 ゜ 2 11 5 18 2 5 1 5 8 2 12 ゜ 3 3 3 5 5 7 ゜゜2 2 1 2 3 ゜゜゜゜2 ゜2 ゜゜1 ゜32 15 50 4 10 7 12 
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の転職 回 数
3回 4回 5回以上
1 ゜1 2 5 1 7 1 ゜゜゜゜゜゜2 ゜゜゜10 6 4 
出所）農家インタビューにより作成。「フリー」は「水電工」「木工」など仕事があれば行くという就労形
態。リストラは郷鎮企業の倒産や私営化などで職を失った人数。
W 農家経済と農外就業一農家アンケート調査の分析に基づいて
農家アンケート調査は、 C村第 1組と第 2組、第 7組で行った。これらの村民小組を選択
した理由は、以下のごとくである。第 1組は純農村といえるほど農村的景観が残り、農業経
営規模が大きく、農業従事者が多かった。第 2組は村民委員会オフィスに近く、半農半工的
兼業農家が多く、第7組はD鎮街路にあって都市化が最も進展しており、多くの農家が離農
していたからである。集計結果は第 1組が30戸（回収率は25.9%)、第 2組は74戸 (51.0%)、
第 7組は27戸 (48.2%)の計131戸で全戸数317戸の41.3%であった。しかし、全ての農家が
全質問項目に答えてくれたわけではない。また、農家アンケート表への記入に際し、できる
限り戸主が記入することを要求した。もし、戸主が不在であれば、家族の者が戸主に代わり
記入するように求めた。大部分の農家はそのように答えてくれた。
農家アンケート表は、 A4用紙 2枚に農家経済状況と家庭成員基本状況、家庭収支状況に
ついてコンパクトにまとめ、農民に記入してもらう方式を採用した。これらの資料を整理し
たが、小論では紙幅の関係上省略する 22)。ところで、資料は四つに分類し、その 1はアン
ケート農家の経済概況であり、回答者の年齢・結婚時期• 学歴・家族数・労働カ・農業従事
者・主要収入源・年収・農家収入に占める農業収入の比率．耕地面積・農業で生活するため
の希望耕地面積についてである。その 2はアンケート農家の家族構成で、家族の年齢・学
歴・就業状況・離農期間・就業日数・農外収入について、その 3はアンケート農家の家族構
成と年齢・学歴、就業と就学状況、離農年数・就業日数・農外収入についてそれぞれ整理し
た。その 4は第 2村民小組の農家経済に関するデータであり、農家経済に占める農業の役割
の小ささが窺える。例えば、図4から農家経済に占める農業収人の比率を見ると、農業収入
が0%の農家が26戸 (41.3%) と4割以上を占め、 1~50%が29戸 (46.0%) 、 51~99%が 0
戸 (0%)、 100%が8戸 (12.7%) となり、農業収入50%以下の農家が87.3%を占めており、
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C村では農家経済は農外収入に依存していることが窺える。
図4 農家収入に占める農業収入の比率
8戸 (12.7%)
0戸 (0%)
出所）アンケート調査結果の集計により作成。以下、同じ。
ここでは、農家アンケート表から農家経済等に関する質問項目を整理し、農家経済の実態
を分析する。まず、図 5から回答者（戸主）の年齢構成を見ると、 131戸中に無回答は11戸
で、残り 120戸中に40代が33人と最多の25.2%を占めている。次が50代の24人 (18.3%)、第
3位が30代の23人 (17.6%) であり、 60代の14人 (10.7%)、70代13人 (9.9%)、 20代10人
(7.6%) と続く。後述するように、回答者の多くは戸主であり既婚者であることから、 30代
---50代の合計が80人 (61.1%) と約 6割を占めている。しかし、高齢者夫婦のみの家族も多
く、それゆえ60代以上が30人の22.9%を占めている。農家インタビューにおいて農民が口々
に高齢者の生活難を訴えた理由はここにある。
14人
(10.7%) 
図5 回答者の年齢構成
11人(8.4%) 10人(7.6%)
24人 (18.3%)
園20代
□ 30代
圃40代
□ 50代
● 60代
回70代
● 80代
園無回答
図6から回答者の婚姻状況を見ると、応答者の97.7%が既婚者であり、未婚者は僅か2.3%
である。結婚時期を見ると、 1980年代が34人の26.0%と最多で、次が1970年代の20人
(15.3%) 、 1990年代の19人 (14.5%) と続き、 1970年代~1990年代は計73人の55.8% を占め
ている。農民が20数歳で結婚したと仮定すれば、図 5 と同様に30~50代がやはり一家の中心
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であると推測できる。図 7から配偶者の出身地を見ると、同一鎮内が40人の31.3%を占め、
同村内39人 (30.5%)、隣鎮の30人 (23.4%)と、上海郊外農村は歴史的に商品経済が発達
し、人の移動が多いはずと考えられるが、現実には通婚圏は非常に狭い。また、アンケート
結果では上海へ出かける回数はゼロないしは 1--2回が多く、農民の社会経済活動空間は非
図6 回答者の結婚時期と婚否状況
2000年代
2人(2%)
1990年代
19人(15%)
無回答
17人(13%)
1980年代 34人(25%)
1940年代
7人(5%) 1950年代
14人(11%) 
1960年代
14人(11%) 
図7 配偶者の出身地
他省市 1人(1%) 無回答 9人(7%)
上海市 3人(2%)
南雁区 6人(5%)
大専大学 1人(1%) 
中専高校
10人(8%)
＼ 
D鎮 40人(32%)
図8 回答者の文化水準
無回答 非識字
12人(9%) 14人(11%) 
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常に狭い23)。図8は回答者（戸主）の文化水準である。上海郊外農村といえども、農民の文
化水準は低く、中学以下が9割を占めており、 9年制義務教育を満たしているのは、 48.7%
と5割に満たない。
農家の主要収入源は表21に見られるように、農業が33人の24.6%であり、副業の1.5%を加
えても26.1%と 4分の 1強に過ぎない。つまり、残りの73.4%は農外収人に依存しているこ
とになる。その最大は打工の27.6%で、次が臨時エ14.9%と、その多くが不安定就業である。
C村には高齢の年金収入者が多いため年金が9.0%を占めている。つまり、正式エ11人
(8.2%)がいるように、年金生活者は集団経済時代に郷鎮企業などに勤務した者であり、郷
鎮企業の倒産前に退職して年金を受け取ることができる比較的恵まれた層である。
表21 回答農家の主要収入源（複数回答）
I又ノ入i原 I 農業 I 副業 I 経商 I 正式エ I 臨時エ 1 打エ 1 年金 Iその他 I無回答 I合計
戸数 33 
% 24.6 
?
??
ー
， 
6.7 
11 
8.2 
20 
14.9 
37 
27.6 
12 
9.0 
10 
7.5 
(15) I 134/131 
100.0 
表22から家族労働力を見ると、多くは回答者本人と妻（夫）であり、回答者が若ければ両
親も現役労働力である。一方、子供が小さければ労働力ではなく、 1農家当たりの労働力は
夫婦2人ということになる。表23を見ると、農業従事者は本人と妻（夫）の 2人である。回
答者の農外就労開始時期を図9から見ると、本村は上海郊外農村であるがゆえに、比較的早
期から離農しており、最多は1970年代の27人で、次が1980年代の21人である。回答者の多く
は戸主であり、 1930年代から農外就労をしている者も見られる。特に、改革開放前の集団経
済の1970年代に農外就労が始まっているのは非常に興味深い事例である。
表22 家族労働力の構成（複数回答）
労働力 本人 父 母 妻 夫 子供 無回答 合計
人数 90 6 8 77 7 34 (32) 222/131戸
％ 40.5 2.7 3.6 34.7 3.2 15.3 100.0 
表23 農業従事者（複数回答）
従事者 本人 父 母 妻 夫 子供 その他 なし 無回答 合計
人数 53 5 6 52 2 7 3 10 (37) 138/131戸
％ 38.4 3.6 4.3 37.7 1.4 5.1 2.2 7.3 100.0 
農家の年収を表24から見ると、 3 千元以下が34戸の29.6% を占め、 3~5 千元が32戸の
27.8%、 5~s 千元が23戸の20.0% で、 8 千元以下の農家が全体の77.4% を占めている。農
家収入については色々角度を変えて質問をしており、資料その 4に掲載している第 2村民小
組の農家経済収入項目と比較し検討するとより明確となる。回答者の農外就労期間を表32か
ら見ると、最多が15年以上で42人の45.2%であり、 15年以下が10.8%を占め、本村での農外
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図9 回答者の農外就労開始時期
247 
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1940年代
11人
1990年代
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1980年代 21人
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15人
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?? ??
表24 回答農家の年収
③ I ④ i ⑤ i ⑥ ?? 無回答 I 合計
?~ 数 I2!¥ I 2~\ I 2~~。 I I>\ I 689 I o¥I o¥I (尺） Il%闘戸
① 3000元以下、②3000~5000元、③5000~8000元、④8000~1 万元、⑤ 1 万~1.5万元、⑥1.5万~2 万元、
⑦ 2 万~3 万元。
期間 I ① 
?? ??
表25 現在の仕事の就労期間
④ I ⑤ I ⑥ I ⑦ I ⑧ ⑨ I無回答 I 合計
A%~I 6¥ I 1¥ I /2 I s¥ I 6¥ I 1〗し I 997I I悶II 4>! I (臼） 193闊嘉戸
① 3カ月以下、②6カ月以下、③1年以下、④2年以下、⑤3年以下、⑥5年以下、⑦10年以下、⑧15年
以下、⑨15年以上。
就労は最近のことではなく、図 9で見られたように比較的早期に始まっているということに
なる。
回答者の将来展望に対する意識について質問したのが表26である。「回答者本人に将来ど
のような職業に就きたいか」を質問すると、「離農して都市に就労したい」という者が34人
の31.2%を占め、次に「労働者になりたい」、「経営者になりたい」が続く。しかし、農業・
副業従事は各2人で計3.6%と非常に少ない。一方、回答者の子供に対する希望は、「離農し
て都市に就労させたい」が52人の42.3%、続いて進学が30人の24.4%、経営者11.4%、労働
者9.7%、国家幹部7.3%となり、回答者本人の内容とは大きく異なるが、農業や副業につい
てはほぼ同じである。つまり、農民は農業に対して全く展望を見出しておらず、有利な職業
に就くことを願っている。特に、この傾向は親が子供の将来に対して強く希望するところで
ある。
最後の質問は、「現在最も欲しい物は何か」である。表27を見ると、応答者の 7割がお金
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と答えている。次が仕事であり、年金増• 健康・収入増•生活費増と続く。つまり、健康・
知識や文化・特になしを除くと、 91.7%が経済に関するものであり、市場経済化の中で農民
の置かれている生活実態が窺える。
表26 回答者の将来に対する希望と子供の将来に対する希望（複数回答）
将来に対 国家 離農し
する希望 農業 副業 経営者 労働者 幹部 進学 て都市 その他 無回答 合計で就労
閃 人数 2 2 14 18 4 1 34 34 (29) 109/131戸％ 1.8 1.8 12.9 16.5 3.7 0.9 31.2 31.2 100.0 
孟 人数 ゜゜ 14 12 
， 30 52 6 (12) 123/131戸
％ 11.4 9.7 7.3 24.4 42.3 4.9 100.0 
表27 現在もっとも欲しい物（複数回答）
欲し お金 年金増 健康 収入増 仕事 知識・ 生活 医療 特に 無回答 合計い物 文化 費増 費増 なし
人数 68 5 5 5 6 2 3 1 1 (39) 96/131戸
％ 70.8 5.2 5.2 5.2 6.2 2.1 3.1 1.0 1.0 99.8 
南雁区農業委員会・中共南雁区委•南圃区政府信訪鼎公室• 南雁区労働和社会保障局の共
編による「探索実現農民増収、農村穏定的有効途径」は、以下のように南圃区農村の抱える
問題点を明快に指摘している 24)。それによれば、
「第 9次 5カ年計画期の農民 1人当たり純収入は5,830元であり、第8次5カ年計画期に比
較して108%の成長であった。 1998年の 1人当たり農民収入は6,210元に増加したが、 2000年
には5,818元に減少し、 2001年は6,096元と低迷している。これは農家収入が農外収入に依存
しており、しかも農外収入が不安定なためである。また近年、郷鎮企業の経営規模縮小にと
もない、農家の就労機会は減少し、大量の農村余剰労働力が出現したことに一因している。
例えば、 1995年末の第二次産業従業員は16.41万人であったが、 2000年末には13.38万人と、
僅か 5年の間に3.03万人が減少した。一方、 1995年の第一次産業従事者は10.89万人であった
が、 2000年には16.74万人と急増し、差引5.85万人の農村余剰労働力ば帰農した。つまり、農
家収入の減少は農外就業機会の喪失と農外収人の減少に起因している。また、南雁区農民が
安定就業できない理由の一つに、就業機会の減少だけでなく、企業改革が深化し、雇用形式
が多様化し、他地域から大量の農民エが上海に出稼ぎにやって来たため、これら外来農民エ
との競争が激化したことがある。」と述べている。
同様のことはC村幹部へのインタビューや入手統計データ、さらに農家インタビューから
も窺えた。つまり、 C村では耕地の減少と農業経営の零細化、農業の経済的地位の低下によ
り、都市化と工業化の中で農民の離農が加速的に進行していた。その結果、農民は農外産業
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に就労し、農家経済を支えていたが、郷鎮企業の倒産とそれによる解雇は農民を帰農させ、
農家は不安定な農外就業と零細地の農業経営で生計を立てており、農家経済の将来に展望を
見出せない。これが農家アンケートに基づいた結論である。
V 結語一都市型農村の経済構造と今後の課題
農村調査実施前、筆者たちは上海郊外農村のイメージを膨らませていた。その内容は、大
都市上海は商工業が発達していることから、郊外農村は経済発展のチャンスに恵まれ、農家
の余剰労働力はスムーズに農外産業にシフトし、農家経済を支え、農家経済は安定発展して
きたという構図であった。しかし、農村実態調査の結果、得られた事実はそうではなかっ
た。大都市上海郊外農村が歴史的構造的に継承してきた零細農業経営は、この50数年間の農
村改革においても容易に解消できなかった。そして、その零細経営はより一層進展し、歴史
的な農家の貧困構造も解消されなかった。
集団経済の人民公社時代にあっても、農家の青年たちは学校卒業と同時に農外産業に就労
し、農家は現金収入を得て農家経済を維持してきた。工場建設や都市建設のために農地が収
用され、比較的家族労働力の多い貧困農家は、人民公社生産大隊の社隊企業に優先的に職を
配分されてきた。ところが、改革開放後の一時期を除き、郷鎮企業の多くは市場経済化の中
で競争に破れ倒産し、郷鎮企業の農民工は失業し帰農した。また、経営の悪化した郷鎮企業
は売却されて民営企業となり、企業経営者は経営の建て直しのために人員整理を行い、数多
くの農民は解雇されてしまった。失業した農民はコネを通じて何とか職を探そうとするが、
学歴や年齢・技能などの問題で条件が悪く、再就職が容易ではない。結局、収入や保障の不
安定な臨時エとして働いているが、ようやく探し出して就職した企業も市場経済化の中で倒
産するなど、農民を取り巻く経済環境は急速に悪化している。もちろん、農家子弟の中には
学歴をつけ、条件のよい職種に就業できた者もいる。そのような農家は経済が安定し、その
象徴として家屋を新築・改修して、郊外農村の景気のよさを見せている。しかし、大部分の
農家余剰労働力は不安定就業であった。
結果として、同一農村内にあっても農家間の経済格差は拡大し、行政はこのような諸問題
に対して具体的な施策を見いだせず、放置したままである。本村では商品作物として西瓜生
産が普及しているが、これも土地借入れ条件や台風の影響、あるいは他地域との競争などに
より、価格は安定せず経営拡大は容易ではない。近年では、西瓜生産は投機的な商品生産と
なり、農家は必ずしも高収益を上げているわけではなかった。また、農民は生産物の販売
ルートを持たず、商人がトラックで買い付けにやって来て買い叩いていくのが現状である。
D鎮は水蜜桃の生産で有名であり、 C村付近のN村やO村では水蜜桃生産で農家経済が発展
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したことから、 2年ほど前から C村でも水蜜桃の苗木を植林する農家が増加しはじめた。し
かし、生産した水蜜桃をどのように集荷して市場に出すのか、この点について水蜜桃生産を
始めた農民に質問すると、籠に人れて街道まで担いで行き、道端で売るとのことであった。
桃の収穫期が同じであれば、商品が市場に一気に出回って価格が下落するのではないかと質
間しても、他村の景気のよい話しか耳に人らず、農家が協力して共同販売するなどの話は全
く出なかった。
このような上海郊外農村の「三農問題」をどうするのか。耕地の狭小、農業の零細性は如
何ともしがたい。しかし、まず第一には、耕地の有効利用をはかり、生産意欲の高い農家に
土地を転貸することを含めて土地の集積方法を考える必要がある。農民にとって土地は自家
食糧を賄う貴重な生活手段であり、これを簡単に手放すことはできないが、一方では行政を
抜きにした農家間での土地流動は活発であり、農民は行政が介入した土地流動化を嫌う。そ
の理由は土地を必要とする時に回収が困難となるからである。鎮政府や村民委員会などが土
地を転貸する農家への土地補償システムを確立しないかぎり、計画的な土地流動化は困難で
ある。
第二は、政府が盛んに唱える「農業の産業化」である。現在の食糧生産は自給米の確保で
あり、そうであるからこそ農家が「食べる食糧」は何とか確保できている。しかし、それだ
けでは農家が豊かになれないことから、政府はしきりに「農業の産業化」を唱える。その結
果、 C村では右へ倣え方式で果樹栽培が普及し始めた。しかし、農民は商品化に全く展望を
持っていない。中国農村には日本の農業協同組合のような組織がなく、品種や規格の統一、
技術普及、肥料や農薬の購買、流通や出荷・販売などを共同で行う組織がない。「果物の村」
を謳っても、農家がバラバラに生産・流通・販売を行うのであれば、商品化は困難であり、
市場競争力はない。農村ではリーダーシップが求められているが、人材は不足している。た
とえ、能力のある指導者が現れても、えてして農村ボス的な性格が濃厚であり、民主的に農
村をとりまとめるリーダーでないことが多い。
第三は、零細農業経営あるいは離農農家に対して、農外産業への安定的な就労機会を確保
することである。とはいっても、市場経済化の中で農民が有利な職業を確保できるという保
障は全くない。かつて社会保障的機能を持った郷鎮企業は企業間競争に敗退し、倒産したり
民営化されたりして、競争に勝ち抜き生き残らなければならず、「村の工場」という役割を
終え、現在では外部からも有能な人材を求めるようになった。当面は、区政府や鎮政府が公
共事業などで余剰労働力問題、失業問題を解決していかざるを得ないが、どのような都市型
農業を発展させるのかといったビジョンとともに、余剰労働力問題をどのように解決するの
かといった戦略的思考も重要である。そのためには、農民子弟の教育水準を高め、大上海圏
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で就労できる機会を多くする必要があり、現行の教育費の高負担を軽減し、教育の機会均等
を拡大していく必要がある。
注
18)年齢は全て調査時点での年齢である。
19) 2001年から上海市生まれの子供は都市戸籍を取得できるようになった。
20) 自来水（上水道）の普及は鎖中心地が20数年前から、農村では15~16年前から導入された。
21)本人が家族と認識するのはこの 5人である。
22) 『改革開放期における中国農村の社会経済変化と今後の発展可能性についての総合研究』（日本学術振
興会科学研究費補助金に基づく研究成果中間報告書、 2003年3月）に所収。
23)石田浩「中国の経済改革と農民の社会経済活動領域の変化ー上海近郊農村における220戸の農家調査
に基づく通婚圏の分析ー」（『経済学雑誌』第91巻第 3・4号、日本評論社、 1990年11月）を参照され
たい。
24)前掲『南雁年鑑2002』p.20。
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